
【子ども・子育て支援事業計画】　教育・保育の量・質の実績

＜教育・保育の量の見込み及び確保実績まとめ＞ （単位：人）

1号 2号 2号 1号 2号 2号

3-5歳 3-5歳 3-5歳 0歳 1歳 2歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 0歳 1歳 2歳

教育 教育 保育 保育 保育 保育 教育 教育 保育 保育 保育 保育

682 2,376 615 2,376

総数 2,376 2,376

2,376 2,374 (-2) 2,376 2,376 (0)

---- 367 797 916 389 (22) 793 (-4) 909 (-7) ---- 368 796 916 368 (0) 796 (0) 916 (0)

2,317 632 2,314 (-3) 633 (1) 2,317 632 2,317 (0) 632 (0)

---- 262 557 632 265 (3) 559 (2) 633 (1) ---- 262 557 632 262 (0) 557 (0) 632 (0)

---- 158 (2) 161 (3) ---- 158 (0) 158 (0)

---- 84 130 158 80 (-4) 136 (6) 161 (3) ---- 84 130 158 84 (0) 130 (0) 158 (0)

59 122 60 (1) 111 (-11) 59 122 59 (0) 122 (0)

---- 21 105 122 44 (23) 93 (-12) 111 (-11) ---- 22 104 122 22 (0) 104 (0) 122 (0)

0 4 0 (0) 4 (0) 0 4 0 (0) 4 (0)

---- 0 5 4 0 (0) 5 (0) 4 (0) ---- 0 5 4 0 (0) 5 (0) 4 (0)

---- ----

---- ----

954 1,306
2,9912,991

368
615

保育

①量の見込み
（必要利用定員総数）

内訳

教育 教育 保育 保育

1,306

3-5歳 3-5歳 3-5歳

1号 2号 2号

計画（令和８年度）

3号

1,921

小　計 ----

1,921

詳細

確
保
の
内
容

総　数

1,921

②特定教育・保育施設
（定員数）

内
訳

⑤企業主導型保育（地域
枠）

詳細

④認証保育所等　（定員
数）

詳細

---- ---- ----

---- ----

⑥現行の幼稚園 （確保数） 2,098 ---- 1,535 (-563) ----

詳細

---- 214

---- ---- ----

---- 214 ---- ---- 216
③小規模保育・家庭的保
育　（定員数）

----

---- 126 ---- 137 (11)

214

---- ---- ----

---- 5 ----

確保方策

確保のための取組実績
（令和７年度）

令和８年度の課題
展開予定

展開予定
（令和７年度）

3,413 3,413

---- ---- ----

(0) ----
【参考値】
　現行の幼稚園　（受入可能数）

　２号・３号認定に係る保育について、認可保育所などの新設により整備を進めるとともに、教育（幼稚園）の希望が強い２号認定については幼稚園の預かり保育の充実を図るよう補助制度を継続し、周知を進めることにより対応します。

【１号・２号教育】
　引続き幼稚園の預かり保育充実のために補助制度を実施して幼稚園の取り組みを支援するとともに、預かり保育等について積極的に周知を図る。

【２号・３号保育】
　待機児童対策として、令和４年４月に私立認可保育園１園及び小規模保育事業２園を開設した。
　また、待機児童は概ね解消しつつあるが、依然として１、２歳児の需要は高く、需要の比較的低い０歳児との定員内訳の変更等、更なる待機児童解消に向けた取り組みを予定している。

【１号・２号教育】
　幼稚園合計園児数　1,820人（前年度比-132人）。うち、市内在住園児数　1,535人（前年度比-91人）
　幼稚園の預かり保育充実のために、預かり保育事業の実施に必要な経費への補助を実施した。
　幼稚園の預かり保育等に係る広報冊子を作成し、小規模保育事業利用保護者等に配布するとともに、子育て関連施設への設置やホームページへの掲載によって周知を図った。
　保育施設案内に幼稚園の紹介ページを確保し、保育施設への入所を検討している保護者にも幼稚園及び幼稚園の預かり保育について周知を図った。

【２号・３号保育】
　待機児童対策として、人口推計や入所申込状況等を踏まえ、受け皿となる施設の定員の適正規模・適正配置を行った。

　引き続き、人口推計や入所申込状況等を踏まえ、受け皿となる施設の定員の適正規模・適正配置を検討し、待機児童が解消された状態を維持できるように努める。

3,413 ---- 3,413 (0) ---- ----

1,921 (0)

---- ----

----

----

---- ----

5 (0)

824 (5)

確保見込み（令和８年度）令和８年４月１日現在
※カッコ内の数字は令和7年度の計画との差

3号

960

2,282

1,921 (0) ----

---- ----

---- 5 (0)

---- ----

(0)----

2,376

2,376
368 954

0歳 1歳 2歳

保育

2,282

960

----
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2,0802,080

1,921

----

---- 5

----

---- 126

----

----

(0)

126

819 (0)---- 819

---- ---- ----

2,402

計画（令和７年度）
実績（令和７年度）令和８年４月１日時点

※カッコ内の数字は令和7年度の計画との差

3号 1号 2号 2号 3号

3-5歳 3-5歳 3-5歳 0歳 1歳 2歳

2,166

2,098 2,080 1,535 (-563) 2,091 (11)

教育 教育 保育 保育 保育 保育

1,416
3,058

367 943 981 1,416
3,084

372 923 871
682

---- ---- ----

---- 819 ----

2,098 2,291 2,098 2,402

資料２－１



【第３期子ども・子育て支援事業計画】教育・保育の量・質の実績

＜質の担保＞

施策・事業 取組内容 令和７年度の課題・取組予定 取組実績（令和７年度） 自己評価 令和８年度の課題・取組予定

保護者への負担軽減事
業費補助の継続

A

私立幼稚園への助成の
継続

A

教育施設における一時預かり・預かり保育の
拡充を図るため、補助金等の支援を継続し、
国や東京都に要望していきます。

一時預かり事業・預かり
保育事業への補助の継
続

幼稚園型一時預かり事業・預かり保育事業実
施園への補助を継続して実施する。

　一時預かり事業・預かり保育事業を実施す
る幼稚園への補助を実施した。

A
幼稚園型一時預かり事業・預かり保育事業実
施園への補助を継続して実施する。

認証保育所の事業者及
び保護者への支援継続

　乳幼児数推計や入所申込状況等を踏まえ
て、受け皿となる施設の定員の適正規模・適正
配置を検討し、待機児童が解消された状態を
維持できるように努める。
　また認証保育所等に通う保護者への助成金
を拡充する。

　既存の保育施設の定員の調整を行い、待
機児童を概ね解消することができた。
　令和７年９月より認証保育所等に通う保護
者への助成金を拡充した。

A
認証保育所等に通う保護者へ助成金の支給を
継続して実施する。

私立幼稚園等入園料補
助金による保護者への支
援

私立幼稚園等入園料補助金による保護者への
支援を実施する。

　私立幼稚園等入園料補助金による保護者
への支援を実施した。

A
私立幼稚園等入園料補助金による保護者への
支援を継続して実施する。

子どもの発達を切れ目なく支援するため、２
歳で卒園し、３歳から新たな教育・保育施設
に通うことになる子どもたちが円滑に移行で

きるよう、地域における教育・保育施設と地域
型保育事業者との連携を推進します。

保育・地域支援の質の確
保と向上

施設行事を合同で行うなどの事業者間・子ども
同士の交流の機会の創出を推進するとともに、
地域巡回支援アドバイザーや子育て支援推進
員の巡回により、保育の質の向上に努める。

子どもの発達を切れ目ない支援を継続する
ため、事業者間の意見交換や地域巡回支援
アドバイザー等の巡回等により保育の質の
向上を支援した。
また、市内すべての地域型保育事業所にお
いて、連携施設を確保した。

A

施設行事を合同で行うなどの事業者間・子ども
同士の交流の機会の創出を推進するとともに、
地域巡回支援アドバイザーや子育て支援推進
員の巡回により、保育の質の向上に努める。

地域巡回支援アドバイザーや子育て支援推進
員の巡回により、各施設の課題や悩みを拾い
上げるとともに、各種会議や研修を実施するこ
とで、話し合いの場や学びの場を提供してい
く。

地域巡回支援アドバイザーや子育て支援推
進員の巡回や施設長会議等を行うことによ
り、情報共有や提供の場の確保を行った。
また、定期的な保育士等向けの研修を行い、
保育の質の確保を図った。

A

地域巡回支援アドバイザーや子育て支援推進
員の巡回により、各施設の課題や悩みを拾い
上げるとともに、各種会議や研修を実施するこ
とで、話し合いの場や学びの場を提供してい
く。

　引続き、幼稚園の預かり保育に係る補助制
度を確実に実施するとともに、幼稚園の預かり
保育について積極的に周知を図る。
  国や東京都の制度の動向に留意しながら、
多様な他者との関わりの機会の創出事業の実
施、誰でも通園制度に向けた支援を行う。

　幼稚園の預かり保育充実のために、預かり
保育事業の実施に必要な経費への補助を実
施した。
　幼稚園の預かり保育等に係る広報冊子を
作成し、子育て関連施設への設置やホーム
ページへの掲載によって周知を図った。
　保護者の就労状況にかかわらず子どもを
受け入れる「多様な他者との関わりの機会の
創出事業」を幼稚園において実施し、誰でも
通園制度に向けた支援を行った。

A

　幼稚園の預かり保育に係る補助制度を確実
に実施するとともに、幼稚園の預かり保育につ
いて積極的に周知を図る。
  誰でも通園制度や多様な他者との関わりの
機会の創出事業の安定的かつ継続的実施の
ために、実施する幼稚園に対して、事業運営に
係る経費の補助を行う。

待機児童を解消するため、認証保育所の事
業者及び保護者への支援の継続を図り、認
証保育所制度の継続を東京都に要望していく
とともに、既存施設である幼稚園等を児童の
受け入れ先として有効活用するため、入園料
等補助及び認定こども園化の支援を図りま
す、

地域型保育事業及び認証保育園等に対して、子育て支援推進員による
巡回訪問やブロック会議により地域保育所の課題を話し合う場の提供、
保育士・保育従事者への研修を行うことで、保育の質の確保を図ります。

保護者の就労状況にかかわらず子どもを受け入れることができるよう、
既存の教育・保育施設の最大限の活用を図るとともに、幼稚園の意向を
踏まえた上で、預かり保育の充実を図ります。また、国や東京都の制度
の動向に留意しながら、誰でも通園制度に向けた支援を行います。

保護者負担軽減事業費補助及び幼稚園補助
を継続して実施する。

教育の質の確保に資するため、幼稚園に通
園する保護者への支援と、教育施設の事業
者への支援を引き続き実施します。

　幼児教育無償化による給付費に加え、保護
者負担軽減事業費補助金にて保護者への補
助を行った。
　また、幼稚園補助金にて幼稚園への助成を
行った。

保護者負担軽減事業費補助及び幼稚園補助
を継続して実施する。

【評価の基準】 「A」：予定どおり実施（達成)できた 「B」：予定していた一部が実施（達成)できた

「C」：予定していたが実施（達成）できなかった 「―」：該当事業なし又は当該年度に事業予定なし


